
 
 

３．記載事例・参考事例 
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３．記載事例・参考事例 記載事例・参考事例 一覧 

 

 
 

記載事例・参考事例 一覧 

 

「１．（５）学校施設の長寿命化計画の検討体制」の事例 

 秦野市公共施設再配置計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．３８ 

 宮崎市学校施設整備基本計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．３９ 

 

「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ①背景」の事例 

 川崎市学校施設長期保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４０ 

 前橋市教育施設長寿命化計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４０ 

 

「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ②目的」の事例 

 川崎市学校施設長期保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４１ 

 前橋市教育施設長寿命化計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４１ 

 

「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ③計画期間」の事例 

さいたま市公共施設マネジメント計画・第１次アクションプラン  ・・Ｐ．４２ 

名古屋市アセットマネジメント推進プラン  ・・・・・・・・・・・・Ｐ．４２ 

 

「２．（２）学校施設の目指すべき姿」の事例 

 北区立小・中学校整備方針  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４３ 

 

「２．（３）学校施設の実態 ①学校施設の運営状況・活用状況等の実態」の事例 

 習志野市学校施設再生計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４４ 

 公共施設等の更新費用試算ソフト  ・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４５ 

 

「２．（３）学校施設の実態 ②学校施設の老朽化状況の実態」の事例 

 西尾市公共施設再配置実施計画 2014→2018 ・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４６ 

 川崎市学校施設長期保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４８ 

 立川市公共施設保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．５１ 

 

「２．（４）学校施設整備の基本的な方針等 ①学校施設の規模・配置計画等の方針」の事例 

 秦野市公共施設再配置計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．５４ 

 

「２．（４）学校施設整備の基本的な方針等 ②改修等の基本的な方針」の事例 

 川崎市学校施設長期保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．５５ 

 名古屋市アセットマネジメント推進プラン  ・・・・・・・・・・・・Ｐ．５７ 

 神奈川県川崎市の目標耐用年数の設定例  ・・・・・・・・・・・・・Ｐ．５９ 

 愛知県西尾市の目標耐用年数の設定例  ・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６０ 

 

「２．（５）基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 ①改修等の整備水準」の事例 

 立川市公共施設保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６１ 
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３．記載事例・参考事例 記載事例・参考事例 一覧 

 

 
 

「２．（５）基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 ②維持管理の項目・手法等」の事例 

 調布市公共建築物維持保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６３ 

 名古屋市アセットマネジメント推進プラン  ・・・・・・・・・・・・Ｐ．６４ 

 

「２．（６）長寿命化の実施計画 ①改修等の優先順位付けと実施計画」の事例 

 立川市公共施設保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６５ 

 習志野市学校施設再生計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６７ 

 苫小牧市小・中学校施設整備計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６９ 

 

「２．（６）長寿命化の実施計画 ②長寿命化のコストの見通し，長寿命化の効果」の事例 

 さいたま市公共施設マネジメント計画・第１次アクションプラン  ・・Ｐ．７０ 

川崎市学校施設長期保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．７１ 

 

「２．（７）長寿命化計画の継続的運用 ①情報基盤の整備と活用」の事例 

 枚方市市有建築物保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．７３ 

 ＢＩＭＭＳ（保全マネジメントシステム ）  ・・・・・・・・・・・・Ｐ．７４ 

 

「２．（７）長寿命化計画の継続的運用 ②推進体制等の整備」の事例 

 川崎市学校施設長期保全計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．７５ 

 東京都武蔵野市の取組  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．７６ 

 千葉県流山市の取組  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．７７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記載事例・参考事例について 

学校施設の長寿命化計画を策定する上で参考となる計画等の事例について、学校施設のみ

を対象としたものや長寿命化を目的としたものに限らず，幅広く掲載した。 

 

 
地方公共団体が既に策定している中長期的な施設整備計画に記載された内容を引用して紹介

したもの。 

なお、背景が水色の箇所（    ）は，計画からの引用箇所である。 

 

 
地方公共団体における建物の劣化状況の調査手法や施設の更新費用試算ソフト等，学校施設

の長寿命化計画の策定に当たって参考となる取組等を紹介したもの。 
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３．記載事例・参考事例 「１．（５）学校施設の長寿命化計画の検討体制」の事例 

 

 
 

「１．（５）学校施設の長寿命化計画の検討体制」の事例 

 

 

■秦野市公共施設再配置計画 

→幅広い関係者からの意見を聴取することができる検討体制を構築 

 

・計画策定に当たり，担当の部署（企画総務部公共施設再配置計画担当）を設置するとともに，学 

校建築の専門家等による検討委員会を設置し，ソフト面の目標や課題に対応したハード面の施策 

を提案できるコーディネーター的な人材を活用できる仕組みづくりを行った。 

 ・加えて，主に電子メールを利用して計画づくりに参加する市民委員（下記図中，E－メンバー）を 

設置し，地域住民からの意見を反映できる仕組みとした。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【策定体制】 

 

 

※本計画は，施設の長寿命化という観点から策定された計画ではないが，検討体制の事例として参考ま

でに示したものである。  

参考事例 

調整会議
(関係課長14名)

公共施設再配置計画
第１期基本計画
前期実行プラン

公共施設の再配置に関する方針
“未来につなぐ市民力と職員力のたすき”

Ｅ－メンバー
※電子メールを利用して

参加する市民委員

【事務局】
企画総務部
公共施設

再配置計画担当)

市長
(庁議)

補助スタッフ
(関係課職員9名)

市
議
会
・
教
育
委
員
会
等
へ
の
報
告

地
区
別
市
政
懇
談
会

パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

特別委員(アイデア提案者３名)

公共施設再配置計画(仮称)
検討委員会（８名）

計画案
調整

素
案
提
示

意
見
・
提
案

提言書提出

最 終 案

決
定

意
見
提
出
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３．記載事例・参考事例 「１．（５）学校施設の長寿命化計画の検討体制」の事例 

 

 
 

 

 

 

■宮崎市学校施設整備基本計画 

→関係組織の代表者による検討会の設置 

 

・計画検討に当たり，小中学校の校長会の代表者のほか，保護者の立場としてＰＴＡ協議会の代表 

者，地域住民の立場として地域協議会の代表，建築の専門家の立場として県の建築士会の代表， 

教育委員会（教育内容の担当部局，学校施設の企画・整備の担当部局）からなる検討委員会を設 

置し，検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本計画の検討体制】 

 

 

 

  

教育委員会 

宮崎市学校施設整備基本計画検討会 

・小中学校校長会 

・ＰＴＡ協議会 

・地域協議会 

・宮崎県建築士会 

・教育委員会事務局 

（企画総務課、学校施設課、学校教育課） 

参考事例 
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３．記載事例・参考事例 「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ①背景」の事例 

 

 
 

 

「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ①背景」の事例 

 

 

■川崎市学校施設長期保全計画 
  

・「１.１.１目的」において，計画策定に当たっての背景を記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前橋市教育施設長寿命化計画 
  

・「Ⅰ １ 趣旨」において，計画策定に当たっての背景を記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本市の学校施設は，昭和 40 年代後半から 50年代にかけての児童生徒急増期に，一斉に

整備されたものが多く，非木造施設約 130 万㎡のうち，築年数が 20年以上の施設は，約 90

万㎡と全体の約７割を占めており，老朽化が進んでいます。 

こうした学校施設のストックが偏在している状況の中で，厳しい財政状況において，高

まる改築の需要の抑制を図る必要があります。 

また，新学習指導要領等に基づく多様な学習内容や形態に対応した高機能かつ多機能な施設

環境の整備に加え，防災対策，バリアフリー化，普通教室やトイレ等のこどもたちの学習・生

活空間の快適化，環境負荷の低減等の様々な配慮が学校施設には求められています。 

教育施設全体のうち，学校が 87.1％と多くを占めています。本市では，これまで昭和 40 年

代以降の児童生徒の急増期に，老朽化した木造校舎を鉄筋コンクリート造に建替え，教室を増

やすとともに，新たな学校を建設して必要な教室の確保に努めてきました。その後，昭和 60
年代以降の児童生徒の減少期を経て，現在では小規模校化が進んでおり，適正規模・適正配置

による学校の統廃合が検討されるなど学校を取り巻く状況は大きく変化をしています。 
こうしたなかで，昭和 40 年代以降に建設された学校が一斉に建替え時期を迎え，老朽化対

策が必要になっています。老朽化対策は，全国的な課題となっており，文部科学省でも「学校

施設老朽化対策ビジョン（仮称）」を提言するなど取り組みが始められています。 
また，本市においても今後は人口の減少が予測されており，少子高齢化の進展による人口構

造の変化として，年少人口及び生産年齢人口が減少し，老年人口が増加していく傾向が推計さ

れています。 

この人口構造変化により，本市の財政の歳出面では社会福祉関連分野が増加し，歳入面では

人口や生産年齢人口の減少による税収の減少といった影響をもたらすことから，一層厳しい財

政状況となることが予想されます。 

数多くの施設を継続的に維持していくためには応分の費用が必要ですが，経年劣化による補

修費用だけでなく，特に建替えには多額な費用が必要になります。 

施設の建替えが必要になる理由は様々ですが，構造体の老朽化のほかに，部分的な部位の機

能低下や設備機器の老朽化，利便性を向上させるためなどの理由により建替えが行われること

があります。今後は，現有施設をできるだけ長期間使用する工夫に努め，施設整備にかかるコ

ストを総合的に抑制していくといった考え方に転換していく必要があります。 

記載事例 

記載事例 
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３．記載事例・参考事例 「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ②目的」の事例 

 

 
 

「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ②目的」の事例 

 

 

■川崎市学校施設長期保全計画 

 
・「１.１.１目的」において，計画策定に当たっての目的を記載している。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■前橋市教育施設長寿命化計画 
 

・「Ⅰ ２ 目的」において，計画策定に当たっての目的を記載している。 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

  

学校施設の老朽化対策，教育環境の質的改善，環境対策を併せて実施する再生整備と予防保

全による長寿命化とともに，財政支出の縮減と平準化を図ることを目的として「学校施設長期

保全計画」を策定します。 

施設の長寿命化により，ライフサイクルコストの縮減，財政負担の平準化を図ることを目的

とします。 

建物の長寿命化に伴い，これまでの対症療法的な維持管理から予防保全的な維持管理へ転換

し，建物の機能や設備を常に良好な状態に保ちます。また，建物の使用年数向上のため，長寿

命型改善事業を定めてライフサイクルコストの縮減と財政負担の平準化を目指します。 

記載事例 

記載事例 

41



３．記載事例・参考事例 「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ③計画期間」の事例 

 

 
 

「２．（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 ③計画期間」の事例 

 

 

■さいたま市公共施設マネジメント計画・第１次アクションプラン 

 
・「第１章 ３.計画期間」において，計画期間を設定している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■名古屋市アセットマネジメント推進プラン 

 

 ・「第１章 ２ 計画期間」において, 計画期間を設定している。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

本計画は，公共施設の寿命が数十年に及び，中長期的な視点が不可欠であることから，平成

23 年度（2011 年度）から平成 62 年度（2050 年度）までの 40年間の将来推計に基づき策定し

た。計画期間については，策定作業に当てた平成 23 年度を除いた，平成 24 年度（2012 年度）

から平成 62 年度までの 39 年間を計画期間とする。また，当初の平成 24年度から平成 32 年度

（2020 年度）までの９年間を第１期として，以後 10 年間ごとに第２期，第３期及び第４期に

分け，期ごとに具体的なアクションプランを策定する。 

平成 24 年度から平成 33 年度の 10 年間を計画期間とします。ただし，計画期間内であっ

ても必要に応じて適宜見直すものとします。 

記載事例 

記載事例 
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３．記載事例・参考事例 「２．（２）学校施設の目指すべき姿」の事例 

 

 
 

 

「２．（２）学校施設の目指すべき姿」の事例 

 

 

■北区立小・中学校整備方針 

→これからの学校整備に向けた方針の整理 

 

・全ての区立小中学校整備において,目指すべき学校施設を実現するため考慮すべき事項等を３つ 

の視点で整理し，目指すべき姿を示している。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）基礎的・基本的な学力の定着と個性を伸ばす教育環境の整備（学習空間の充実） 

 

基礎的・基本的な学力を身につけるきめ細かな指導を行うため，習熟度や興味・関心等に応

じた少人数授業やティームティーチングなど多様な学習展開に対応する施設整備をすすめる。 

さらに，基礎的・基本的な学力の上に立って，児童・生徒の個性や能力を生かし，伸ばす環

境を整備する。  

また，児童・生徒一人ひとりの教育的なニーズに応じ，必要な支援を行う「特別支援教育」

に対応した施設整備を図る。 

 

（２）安全とうるおいをもたらす施設環境の実現（生活空間の充実） 

 

学校は，児童・生徒にとって「学びの場」であるとともに１日の約３分の１を過ごす「生活

の場」であることを認識し，安心して有意義な学校生活が過ごすことができるよう防犯や施設

の安全性に配慮した施設整備を図るとともに，障害の有無を問わず安全に施設を利用できるよ

うユニバーサルデザインを取り入れる等バリアフリー化を目指す。 

また，児童・生徒が授業の合間に友人と語らい気分転換をしたり，悩みを相談し受け止める

場を確保する等，豊かでうるおいのある空間づくりを工夫する。  

さらに，地球環境に配慮し，持続可能な社会の実現のため，太陽光利用や雨水，風力等自然

エネルギーの利用を始め，校内緑化を積極的に推進し，環境と調和のとれた学校施設「エコス

クール」を目指すとともに，地球環境に配慮した施設整備の効果が分かるように工夫し，環境

教育に活用する。 

 

（３）北区学校ファミリーの推進と地域スポーツ活動，コミュニティ－や防災の拠点としての

施設整備（地域との連携の充実） 

 

学校と幼稚園や学校間の連携に加え，学校と家庭，地域を含めたネットワ－クの形成を図る

北区学校ファミリーの推進や学校教育活動を支えるＰＴＡ，青少年委員会，ボランティア団体

等，各種団体の活動の場として位置付ける。 

また，地域の生涯学習活動の場として地域のスポーツ活動の推進やコミュニティ活動の拠点

として学校を利用することを前提に整備する。 

さらに，学校は地域の防災拠点，避難所としての役割を担う施設として，災害時の対応に配

慮した施設整備をすすめる。 

記載事例 
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